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6 
 

ᣐⅬのྛ種ᨭ活動、文系のᣐⅬでは、文理方のどⅬによる活動を㐍め、文理⼥合研究のᥦ

等、これまでの URAのᴫ念を㉸えたᨭをヨࡳ、課題を明確化している。ඛ行するᾏ外での

活動状ἣ㸰）等も参考にしつつ、日本の研究現場に㐺した、研究とᩍ⫱、大学と⏘業、理科系と

文科系のような多㠃的な⼥合研究の画・ᨭのあり方について URAとしての業務の明確化を

目指している。 

㸲㸬㸱 ⤌⧊としての URAの⨨け㸦㢮ఝ職のྲྀᢅもྵめて） 

URAを新しい職種としてไᗘ化する上での現状での課題としては、⤌⧊としての⨨けを

明確にすることがᣲࡆられる。本学では、ᚑ来から大ᆺプロジ࢙クトや研究ᣐⅬの࣐ネジ࣓ン

ト等においてそのᚲ然性から URAとしての活動を行ってきたᡤㅝ URA㢮ఝ職についている者が

多ᩘᏑᅾする。そのᩘは、᥎定で⣙ 100ྡᙅ㸦現状では業務の定⩏がᅔ㞴なためあくまで᥎定

್）である。ไᗘ化においてこれらの㢮ఝ職もేせて㐺正なつᶍ㸦ேဨ）を定し、どのよう

な⤌⧊として URAを配⨨するのがよりຠ果的か、を᳨ウするᚲ要がある。また、ᚑ来の㢮ఝ職

の多くは、プロジ࢙クトண⟬での᭷ᮇ㞠用となっており、業務上のไ⣙、職としての安定性、

ノウࣁウ・スキルの㠀⥅続性が大きなၥ題となっている。大学⤒Ⴀにおいて㐠Ⴀ費交金が

年々⦰ᑠする中で新たな職種をどう構築するかは、ไᗘᑟධのຠ果とేせて大学⤒Ⴀの⥲合的

な見ᆅからุ᩿されるきものである。 

㸲㸬㸲 ไᗘ化に向けたྲྀ⤌ࡳ 

ไᗘ化に向けた現状でのྲྀ⤌ࡳとしては、スキルᶆ‽の᪩ᮇ策定がᛴ務であり、現ᅾ本学が

中心となってその⣲のసᡂを㐍めている㸱）。URAとしてᑟධ可能な業務の範ᅖとᑟධᙧ態等

を基に、よりヲ⣽な業務内容、య系性、ồめられる知識やᢏ能等のスキルおよࡧレ࣋ル分けに

ついて᳨ウし、スキルᶆ‽の⣲をసᡂする。URAのไᗘ化においては、ᑓ門職性の高い URA

のキャリアプランに基づいたேᮦ⫱ᡂとฎ㐝するே事ไᗘを確❧することがᚲ要可Ḟであ

る。現ᅾ全ᅜで 16大学が文部科学┬の URA事業に᥇ᢥされ、URAࢩステ࣒のᑟධおよࡧ研ಟプ

ログラ࣒の策定にྲྀり⤌ࢇでいる。ᚋ⣲に基づいた大学間での十分なウ㆟の上スキルᶆ‽

の策定およࡧ展㛤をᅗり、ྛ大学でのไᗘ化を同ᮇして㐍めることがᚲ要である。 
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ネージ࣓ントேᮦとしての࣐イエンスࢧ JST-PO と URA のẚ㍑ 

 

 
ʊ 持 ⏤㉳夫 㸦ᮾி㎰工大学㸪科学ᢏ⾡⯆機構） 

 
 
ᴫ要 

研究ᨭにᦠࢃる新しい職種として、年から日本にリࢧーチアドࢽ࣑ストレーター㸦URA）ไ

ᗘがᑟධされた。これよりඛに、科学ᢏ⾡⯆機構㸦JST）では、プログラ࣒⟶理に関ࢃる JST プ

ログラࣇ࣒࢜ィࢧー㸦JST-PO）ไᗘをᑟධしている。本発⾲では、ࢧイエンス࣐ネージ࣓ントேᮦ

として全యをಠ▔し、JST-PO と URA をẚ㍑する。そして、ᑗ来のேᮦ交流まで見ᤣえ、JST-PO
と URA の⨨けについてᩚ理すると同時に、ྛ々の業務㐙行における方向性の㐪いを考察する。 

 
1. はじめに 

狭⩏のࢧイエンス࣐ネージ࣓ントを「➇த的資金の㐠Ⴀ」とした場合、資金配分ഃとしてはプログ

ラࣇ࣒࢜ィࢧー、資金活用ഃとしてはリࢧーチアドࢽ࣑ストレーターが、公的資金のຠ⋡的な活用に

主య的な役を果たしている。 
プログラࣇ࣒࢜ィࢧーの業務や資㉁については、科学ᢏ⾡⯆調ᩚ費のプログラ࣒「➇த的研究資

金配分機関構築ᨭ」によって⥙⨶的な調査がᐇされ、新エネルギー・⏘業ᢏ⾡⥲合㛤発機構

㸦NEDO）1、㎰ᯘỈ⏘┬ 2、ཌ生労働┬ 3、JST4-5 から、ᾏ外の事を参考とした報告がなされてい

る。また、JST の高ᶫ宏らが中心となって㛤ദされているプログラࣇ࣒࢜ィࢧーセࢼ࣑ー㸦2004 年

から現ᅾまでに計 9 ᅇ㛤ദ、http://www.jst.go.jp/po_seminar/past.html）において、➇த的資金ไ

ᗘ㐠Ⴀにおけるプログラࣇ࣒࢜ィࢧーの役について、活発な㆟論が交ࢃされている。 
リࢧーチアドࢽ࣑ストレーターไᗘに関ࢃる最ึの㢧ⴭなアウトリーチ活動も、๓㏙のプログラ࣒

ー㸦2007ࢼ࣑ーセࢧィࣇ࢜ 年 6 ᭶ 27 日㛤ദ）を通じて行ࢃれ、ࢩカࢦ大学の M.E. Sheridan およ

リーランド大学の࣓ࡧ A.S. Geronimo から、⡿ᅜの事が⤂された。そのᚋ、金ἑ大学が中心と

なって㛤ദされたリࢧーチアドࢽ࣑ストレーࣙࢩン研究会㸦2010 年から現ᅾまでに計 9 ᅇ㛤ദ）な

どにおいて、リࢧーチアドࢽ࣑ストレーターの役について、活発な㆟論が交ࢃされている。 
2007 年 6 ᭶ 27 日に㛤ദされたプログラࣇ࣒࢜ィࢧーセࢼ࣑ーでは、⡿ᅜにおけるリࢧーチアド

せ、資金配分機関と大学・研究機関がඹ同で➇த的資金のຠ⋡的な㐠Ⴀࢃストレーターไᗘと合ࢽ࣑

をウ㆟する仕⤌ࡳ、FDP㸦Federal Demonstration Partnership）も⤂された。FDP の主な࣑ッ

の評価にಀるものがある。๓者に関࣒ンとして、➇த的資金のい方に関するものと、アウトカࣙࢩ

ಀして、日本では内㛶ᗓが主ᑟとなって、「➇த的資金の用ルール等の⤫一化」に関するタスクࣇ

ど᳨ウされていない。そのࢇとースが㛤かれている。しかしながら、ᚋ者については、日本では࢛

⫼景として、➇த的資金の受け手ഃに、資金配分機関とඹ同స業をᐇするカウンターパートがᏑᅾ

しなかったことがᣲࡆられる。 
2011 年ᗘより、文部科学┬の⿵ຓ事業「リࢧーチ・アドࢽ࣑ストレーター㸦URA）を⫱ᡂ・確保

するࢩステ࣒のᩚഛ」が㛤始し、ึ年ᗘは 5 大学、本年ᗘは 10 大学が᥇ᢥされ、日本でもリࢧーチ

アドࢽ࣑ストレーターのᬑཬが始まった。これにより、日本においても資金配分機関と研究機関が➇

த的資金のຠ⋡的㐠用を目指して༠㆟するୗᆅがᩚった。 
本報告は、日本におけるプログラࣇ࣒࢜ィࢧーおよࡧリࢧーチアドࢽ࣑ストレーターの業務およࡧ

資㉁に関ࢃるẚ㍑を通じて、➇த的資金の㐠Ⴀにおけるࢧイエンス࣐ネージ࣓ントேᮦの役を᳨ウ

した。プログラࣇ࣒࢜ィࢧーの役は資金配分機関によって異なり、同じ資金配分機関でも」ᩘのタ

イプがᏑᅾする場合もあるため、ᅇは JST-PO をẚ㍑対象とした。また、リࢧーチアドࢽ࣑ストレ

ーターについては、๓㏙の文部科学┬⿵ຓ事業で᥇ᢥ・㞠用された URA を定して᳨ウを行った。 
 
 ネージ࣓ント業務における⨨づけ࣐イエンスࢧ .2
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 ーストン大学の一ࣗࣄ .2.1
プログラࣇ࣒࢜ィࢧー、リࢧーチアドࢽ࣑ストレーターの、ྛ々の業務や資㉁については、๓㏙の

とおり、日本でも活発な㆟論が行ࢃれている。さらに⡿ᅜでは、FDP などを通じて、ྛ々の業務の

相対的な⨨けについても、明確にしている機関がある。えࣗࣄࡤーストン大学では、同学のリ

ーとの関ಀを、ḟのようにつ定しࢧィࣇ࣒࢜ストレーターと資金配分機関のプログラࢽ࣑ーチアドࢧ

ている 6。ここで特ᚩ的なのは、ࣗࣄーストン大学の URA と資金配分機関のプログラࣇ࣒࢜ィࢧー

の間に、“Negotiation 関͇ಀがᏑᅾしないことである。研究とそれ௨外のプロジ࢙クト⟶理について、

明確な分業がなされた結果であると理ゎできる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ᅗ ーストン大学におけるࣗࣄ .1 URA と PO の関ಀ 
 
 

2.2. 日本∧ URA にಀるᐇ務者の意識調査 
日本∧ URA のᐇ務にಀるᐇ務者は、ࣗࣄーストン大学のような分業యไに対し、どのような意識

を持っているのであろうか。 
日本∧ URA のࢧイエンス࣐ネージ࣓ント㸦狭⩏）における⨨づけについて、URA ไᗘのᐇ務

に✚ᴟ的に関ࢃっているேᮦの意識を調査するため、௨ୗに♧す調査を行った。結果をᅗ 2.に♧す。 
 
・日時㸸 2012 年 9 ᭶ 4 日 12:45 – 13:30 
・場ᡤ㸸 ➨ 4 ᅇリࢧーチアドࢽ࣑ストレーࣙࢩン研究会 ࣏スターセッࣙࢩン会場 
・方法㸸 定ᆺ的な事๓ㄝ明をしたᚋ、二ᢥの㑅ᢥ⫥に対するᅇ⟅を得た。 

事๓ㄝ明内容 

大学目ᶆ㸦として研究ຊ向上）を㐩ᡂする手ẁとして外部資金⋓得を業務とした場合

を௬定して、ḟのいずれのプロジ࢙クトに関与した URA㸦ᡈいは相ᙜする職種）がより

高く評価されているか㸦現状）。また、ᑗ来ീとして、どࡕらがより高く評価されて然る

 （きか㸦理とするጼ

㑅ᢥ⫥ 

a) 外部資金⋓得㢠は大きかったが、㠃、出された論文の被ᘬ用ᩘが少なかった 
b) 外部資金は a)の 30%だったが、高 IF㸦3 ಸ）の学⾡誌に 3 ಸの論文がᥖ㍕された 

・結果㸸 現状 a) 8 ே 理とするጼ a) 2.5 ே㸦1 ྡが a と b にスプリット） 
 b) 3 ே b) 8.5 ே 

Research Administrator 

Research Contracts Officer 

Project Director 

Contracting Officer 

Program Officer 

Funding Agency 

Division of Research 
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Contracting Officer 

Program Officer 

Funding Agency 

Division of Research 

 
 

ᅗ 2. 日本∧ URA の意識にಀる調査結果 
 
 
3. 考察 

3.1. 調査手法について

調査対象は、URA にಀる研究会に出ᖍし、ୟつ、࣏スターセッࣙࢩン時間ᖏにᐇ㝿に࣏スター会

場に足を㐠ࢇでいることから、日本∧ URA ไᗘに対するᙉい関心を持ったᒙであることは確かであ

る。本研究会には、文部科学┬⿵ຓ事業の᥇ᢥᰯ௨外からも多ᩘ参ຍがあり、インタࣗࣅー調査にお

いてもこれらの機関から一定ᩘのᅇ⟅があった。ࢧンプリングという観Ⅼからすると、文部科学┬⿵

ຓ事業の᥇ᢥᰯ௨外に㝈定するようなアンケート調査よりも、対象がよりᗈい。また、࣏スターセッ

ンの場で「URAࣙࢩ のᐇ務に✚ᴟ的に関ࢃっているேᮦが対象」であることをㄝ明し、࣐スコ࣑な

ど他の職種からのᢞ⚊は受けけていない。調査の㊃᪨についても、ᚲ要にᛂじて十分なㄝ明を行っ

ており、㉁ၥ⚊を配ᕸしてᅇするタイプのアンケートとẚ㍑して、ᅇ⟅の㉁が高い。したがって本

調査結果は、ࢧンプリングᩘは少ないが、日本∧ URA にಀるᐇ務者ேᮦのഴ向を㆟論するには十分

な精ᗘであると考えている。 
 

3.2. 調査結果について

はじめに、「現状」と「理」における a と b の㑅ᢥ結果のẚ⋡をカイ二᳨定で調たところ、

Ȯ2 = 3.69 (>2.71)となり、90%のಙ㢗ᗘで᭷意ᕪがあった。これより、日本∧ URA にಀるᐇ務者ே

ᮦが、「現状」が「理」からかい㞳していると感じていることが♧された。 
さらに、⫼景となった「日本∧ URA に対する認識」を調るため、日本∧ URA のあるきጼに

ついて、a、b、いずれかのᅇ⟅を㑅ᢥした理⏤についてインタࣗࣅーを行った。 
 
a の㑅ᢥにおいて特ᚩ的だった理⏤は、ḟのとおりである。 

・URA が㈉献できる範ᅖ㸦この場合は➇த的資金の⋓得）を明確にしないと、業務内容が㝿㝈な

くᗈがってしまい、業務ຠ⋡が低ୗする。業務内容と評価基‽はリンクしておくき。 
・URA のຊがཬࡤないもの㸦この場合は論文సᡂ）を評価㍈にすきではない。 

b の㑅ᢥにおいて特ᚩ的だった理⏤は、ḟのとおりである。 

・ಶ別評価と機関目ᶆをリンクするのはᙜ然である。 
・URA はᖖに機関目ᶆを意識すきである。ᙜึタ定した手法㸦この場合は➇த的資金の⋓得）

が十分うまく働かなかった場合は、自ᚊ的に㌶㐨ಟ正し、目ᶆ㐩ᡂ㸦この場合は被ᘬ用ᩘの高い

論文）に向けた工夫をさなけれࡤならない。 

 
ネージ࣓ントேᮦとしての࣐イエンスࢧ .3.3 JST-PO と URA のẚ㍑ 

代⾲的な➇த的資金の一つである科学研究費ຓᡂ事業㸦科研費）は、研究者の自⏤な発がᑛ重さ
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れ、ࢩーࢬプッࣗࢩᆺの研究が行ࢃれる。一方、JST が㐠Ⴀしている課題ゎỴᆺの研究㛤発では、

ᅜの科学ᢏ⾡ᨻ策の㈉献がồめられるため、ࢽーࢬプルᆺ㸦要ồඛ行ᆺ）の研究がᚲ要となる。

JST-PO の業務の一つは、研究⤫ᣓらと༠ຊし、ࢽーࢬプルᆺ研究の指向性が科学ᢏ⾡ᨻ策に沿うよ

う調ᩚすることである。 
日本∧ URA の現状㸦ᐇ務者ேᮦの意識）は、調査結果から分かるとおり、ᅗ 1 で♧したような⡿

ᅜᆺの分業的なⰍ合いがᙉい。これより、ࢧイエンス࣐ネージ࣓ントேᮦとしての日本∧ URA およ

ࡧ JST-PO の業務は、༢にプロジ࢙クトレ࣋ルとプログラ࣒レ࣋ルという㐪いだけではなく、ࢩーࢬ

プッࣗࢩᆺとࢽーࢬプルᆺという方向性まで㐪っていることが分かる。 
一方、ᑗ来あるきጼとしては、目ᶆ㐩ᡂᆺの業務が望まれている。このᑗ来ീは、要ồඛ行ᆺと

いう観Ⅼから、JST-PO の業務とඹ通性がある。この結果は、ᑗ来、日本∧ URA と、課題ゎỴᆺの

事業を㐠Ⴀする資金配分機関が、༠ຊして業務を㐙行する可能性があることを♧၀している。 
 
4. まとめ 

ネージ࣓ントேᮦとしての࣐イエンスࢧ JST-PO と日本∧ URA をẚ㍑したところ、日本∧ URA
にಀるᐇ務者ேᮦの中では課題ゎỴᆺの業務に対する意識がᙉく、JST-PO の࣑ッࣙࢩンとのඹ通性

が見出せた。ᚋは資金配分機関ഃの意識を調査し、科学ᢏ⾡ᨻ策目ᶆのᐇ現に向けた༠調యไの可

能性について᳨ウしたい。 
 
Ẏ然 
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1. ≟㣴ྜྷᡂ「NIH におけるプログラࣇ࣒࢜ィࢧー業務に関する研ಟおよࡧ調査」㸦2005） 
2. ᮧ上ゆり子「プログラࣇ࣒࢜ィࢧーを対象とした、ᾏ外の➇த的研究資金配分機関における研ಟ」

㸦2005） 
3. ┾㘠㤾「⮫ᗋ・社会་学分㔝における研究⟶理手法」㸦2005） 
4. బ⸨㞞⿱「ᑓ門分㔝の PO 業務向上のための調査」㸦2005） 
5. 内田ಙ⿱「PO トレーࢽングコースの課目㑅定」㸦2005） 
6.http://www.research.uh.edu/Home/Division-of-Research/Contracts-and-Grants/Manage-Awards/S

ponsored Agreement Negotiation 
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